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要     旨 

緒言：芸術的な創造性と循環気質との関連についてはよく知られているが、循環気質の神経基盤につい

ては、まだ十分には明らかにされていない。最近、我々は左舌状回と両側の楔部が具象絵画の審美判断

と関連していることを示唆したことから、これらの部位における絵画の審美判断中の賦活の程度と循環

気質得点の相関を検討することで循環気質の神経基盤を推定した。                 

研究対象及び方法：44名の健常者を対象に functional Magnetic Resonance Imaging (fMRI)を用いて、

具象絵画の審美課題判断中の賦活度を左舌状回と両側楔部を関心領域として測定した。循環気質の程度

は Temperament Scale of Memphis, Pisa, Paris and San Diego-Autoquestionnaire (TEMPS-A)日本

語版を用いて調べた。撮像結果の不備から 5 名を除外し、39 名を対象に解析を行った。まず、絵画の

審美課題判断中の関心領域の賦活度と循環気質得点との相関をピアソンの相関係数を用いて調べた。さ

らに、循環気質得点を従属変数とし、3 つの関心領域の賦活度と循環気質以外の 4 つの気質（抑うつ、



発揚、焦燥、不安）得点を独立変数として重回帰分析に投入した。                             

結果：絵画の審美課題判断中の左舌状回の賦活度は循環気質得点と有意な負の相関を示したが、両側の

楔部の賦活度は相関しなかった。重回帰分析においても、循環気質得点と左舌状回の賦活度は有意な負

の相関を示し、循環気質得点と発揚気質得点や焦燥気質得点は有意な正の相関を示した。          

考察：循環気質と芸術とのかかわりを手掛かりに、絵画の審美課題判断中の脳の賦活度と循環気質得点

の相関を検討したところ、有意な負の相関が認められた。重回帰分析で循環気質得点と発揚気質得点や

焦燥気質得点が有意に相関したことは過去の報告と一致した結果であり、これらの気質得点や両側の楔

部の賦活度で補正してもなお循環気質と左舌状回の関連が維持されたことから、左舌状回が循環気質の

神経基盤と関連している可能性を示唆する。今回の被験者の数は比較的少なく、課題は絵画鑑賞に限ら

れていることが研究の限界である。                             

結語：今回の所見から、循環気質の神経基盤が左舌状回と関連していることが示唆された。                                          

                                               

                                               

                                                

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                                                                             

                                               

                                               

                                               

 






